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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 3月定例会号平成 28 年 3月定例会号

定例会（3月）で決まったこと

臨時会（2月23日）で決まったこと

議員別表決状況
（○：賛成、×：反対、棄：棄権、欠：欠席、除：除斥、無：無効）
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同意第1号 副市長の選任について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

辞
　
職

○ ○ ○ ○
報告第1号 専決処分の報告について 報　告 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
承認第1号 専決処分の承認について 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第1号 南城市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第2号 南城市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第3号 南城市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第4号 南城市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第5号 平成２７年度南城市一般会計補正予算（第４号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第6号 平成２７年度南城市水道事業会計補正予算（第３号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号 件　　　名 議決結果 内容案内
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諮問第1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 決　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
諮問第2号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 決　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第2号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第3号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第4号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第5号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第6号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第7号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第8号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第9号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第10号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第11号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第12号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第13号 教育委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第7号 指定管理者の指定について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第8号 土地の取得について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第9号 あらたに生じた土地の確認について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第10号 字の区域の変更について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第11号 南城市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第12号 南城市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び南城市職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第13号 南城市行政不服審査会条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第14号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第15号 南城市公園条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第16号 南城市下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第17号 沖縄県介護保険広域連合を組織する地方公共団体の増加及び規約の変更について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第18号 平成27年度南城市一般会計補正予算（第5号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第19号 平成27年度南城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第20号 平成28年度南城市一般会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第21号 平成28年度南城市国民健康保険事業特別会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第22号 平成28年度南城市後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第23号 平成28年度南城市下水道事業特別会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第24号 平成28年度南城市水道事業会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情H28第4号 国の出先機関の予算・人員体制の拡充を求める陳情について 不採択 × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × × ×
発委第1号 米軍人による女性暴行事件に関する意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発委第2号 米軍人による女性暴行事件に関する抗議決議について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

閉会中の継続審査申し出について（総務福祉委員会） 決　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
閉会中の継続調査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会） 決　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議員派遣の件について 決　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

詳細はP9

詳細はP10

詳細はP10

詳細はP11

詳細はP9

詳細はP11
詳細はP7～9

詳細はP5・6
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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 3月定例会号平成 28 年 3月定例会号

会期日程 自　平成28年3月 1日（火）
至　平成28年3月22日（火）22日間 平成28年第2回南城市議会

平成28年第1回南城市議会
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同意第1号 副市長の選任について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

辞
　
職

○ ○ ○ ○
報告第1号 専決処分の報告について 報　告 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
承認第1号 専決処分の承認について 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第1号 南城市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第2号 南城市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第3号 南城市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第4号 南城市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第5号 平成２７年度南城市一般会計補正予算（第４号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第6号 平成２７年度南城市水道事業会計補正予算（第３号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号 件　　　名 議決結果 内容案内
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諮問第1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 決　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
諮問第2号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 決　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第2号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第3号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第4号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第5号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第6号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第7号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第8号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第9号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第10号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第11号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第12号 農業委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第13号 教育委員会委員の任命について 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第7号 指定管理者の指定について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第8号 土地の取得について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第9号 あらたに生じた土地の確認について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第10号 字の区域の変更について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第11号 南城市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第12号 南城市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び南城市職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第13号 南城市行政不服審査会条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第14号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第15号 南城市公園条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第16号 南城市下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第17号 沖縄県介護保険広域連合を組織する地方公共団体の増加及び規約の変更について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第18号 平成27年度南城市一般会計補正予算（第5号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第19号 平成27年度南城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第20号 平成28年度南城市一般会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第21号 平成28年度南城市国民健康保険事業特別会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第22号 平成28年度南城市後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第23号 平成28年度南城市下水道事業特別会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第24号 平成28年度南城市水道事業会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情H28第4号 国の出先機関の予算・人員体制の拡充を求める陳情について 不採択 × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × × ×
発委第1号 米軍人による女性暴行事件に関する意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発委第2号 米軍人による女性暴行事件に関する抗議決議について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

閉会中の継続審査申し出について（総務福祉委員会） 決　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
閉会中の継続調査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会） 決　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議員派遣の件について 決　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 3月定例会号平成 28 年 3月定例会号

平成28年度　予算の内訳

【水道事業会計】

特別会計

一般会計
225億1,400万円

国民健康保険事業
73億6,807万8,000円

後期高齢者医療
3億4,024万1,000円

下水道事業
9億6,265万4,000円

予算
総額

歳　入 歳　出

311億8,497万3,000円

収益的収入
11億834万1,000円

資本的支出
2億8,410万1,000円

収益的支出
10億8,065万2,000円

0　　  5      10      15      20      25      30      35     40％ 0　　  5      10      15      20      25      30      35     40％

平成28年度 平成28年度平成27年度 平成27年度

地方交付税

国庫支出金

県支出金

市　債

その他

市　税

分担金及び
負担金

使用料及び
手数料

その他

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

資本的収入
1億1,700万5,000円

27.1

11.2

0.9

15.3

36.1

14.2
4.1

15.1

6.0

31.3

11.0

1.0

14.5

40.8

17.9
4.8

8.8

4.9
3.8

1.7

16.6

1.2

0.0

0.0

14.0

2.5

11.8

3.8

1.0

7.7

1.3

0.0

0.0

1.3
9.51.3
10.7

8.0

0.2

0.5

6.0

0.3

0.3

15.1

2.8

13.6

依存財源
平成28年度

75.5％
平成27年度

76.3％

自主財源
平成28年度

24.5％
平成27年度

23.7％
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議案第20号 平成28年度南城市一般会計予算について

主要施策・事業
総務・企画関連

市民・福祉関連

○平成２８年度からはデマンド交通「おでかけなんじぃ」の本格運用へ移行し、これまでの実証実験の結
果を踏まえ、利用拡大、効率運行に取り組んでまいります。
○久高島の食品等の海上輸送費を助成し、小売店の価格を低減することにより離島住民の割高な生活
コストを軽減し定住条件の整備を図ります。
○「第６回世界のウチナーンチュ大会」が１０月に開催されます。本市にゆかりのある大会参加者をお招き
し、市内観光や交流レセプションの開催などを実施いたします。
○南城市政施行１０周年を祝い記念事業を実施します。
○本市の観光地の危機管理に対応し、観光客が災害時に安全に非難することができるように計画を策定
し安心・安全な観光地形成に取り組みます。
○これまでの観光施策の検証を行うとともに、各種アンケート調査等の基礎調査を行い、中核地を拠点と
した第二次南城市観光振興計画を策定します。
○２７年度に引き続き市内観光スポットを中心に、無線ネットワーク機器を設置し地域無線インフラの構築を
行います。
○全国のコンビニで住民票、戸籍等の写し、印鑑登録証明書、税証明の取得が可能となる事業を導入し、
市民の利便性向上に努めます。（導入していない市町村や一部コンビニでは、利用できません）
○職員の能力を最大限に活用し、組織力の向上を図ることを目的に、南城市人事評価制度を導入し、
適正な人事管理を行います。

○自治会の防犯灯や公共施設等の照明器具を、省エネ型のLED照明に切り替える場合助成を行い、
維持管理の負担軽減や、温室効果ガス排出量の削減に取り組みます。
○経済的理由により不安を抱える方に対して、低所得の新婚世帯の住居費及び引越し費用を支援し、
少子化対策を推進していきます。
○子どもの居場所をつくり、食事の提供や共同での調理、生活指導、学習支援等を行います。
○認可外保育施設の認可化移行に取り組み、法人保育園を増やして入所定員の拡大を図り、待機児
童解消を目指し取り組んでいきます。
○市内小学校敷地内に学童クラブの施設整備を進め、放課後の子どもの安全・安心な居場所づくりに
努めます。

次頁上段へ
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農林水産関連

土木建築関連

教育関連

○農業振興計画の策定に取り組み、農業経営の規模拡大や農業への新規参入による農地利用の効率
化・高度化を促進し、農業の生産向上を図ります。
○強化型パイプハウス等の災害に強い栽培施設の整備を支援する事で生産規模を拡大し、農業所得の
向上による担い手の確保・育成を図ります。（災害に強い栽培施設設備事業）
○畜産については引き続き優良繁殖牛および優良乳用牛のリース支援事業による繁殖雌牛、乳用牛の
改良増殖や、優良種豚導入による生産性の向上を図ってまいります。
○水産業については、安全・安心な水産物の安定的な供給に向け、漁業者の利用形態に即した水産
基盤の整備拡充を図ります。

○損傷が著しい、運座新開線（第２新開橋）を整備し、交通安全の確保及び、利便性の向上を図ります。
（地域の基幹ネットワーク保全事業）
○本市の将来あるべき幹線道路について、各路線、区間の持つ位置づけや役割を明確にした上で、効率・
効果的な路線・区間の整備優先順位について評価し、平成22年度に策定した南城市道路網整備計
画の見直しを行います。（第二次南城市道路網整備計画策定事業）
○観光交流施設機能強化事業を導入し、グスクロード公園は遊具
設置、岬公園には休憩場・防護柵の整備を行い、市民・観光客
等利用者の利便性を図ります。
○庁舎等複合施設建設事業は、本年度、磁気探査業務、敷地造
成工事等の環境整備を行った後、本体工事に着手し、平成２９
年末の完成に向けて取り組んでまいります。

○市内小・中学校の普通・特別教室に電子黒板の整備及び校内ＬＡＮの整備等を行い、学校の情報化
を推進してまいります。（今年度は大里中、知念中、佐敷中、玉城中、久高小・中が対象です）
○子どもの貧困対策支援員として、市内各中学校へスクールソーシャルワーカーを配置し、児童生徒へ
の支援を行います。
○世界遺産に登録されている斎場御嶽を含む周辺地域を、今後どのように保存・整備していくかについ
て計画を策定していきます。
○理科教育設備整備費等補助事業を導入し、市内各小・中学校の理科教育の環境を充実させ、児童・
生徒の学力の育成を図ります。

前頁下段より

イメージパース
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平成27年度　補正予算の概要
会計名称 補正額 補正後予算額 議案番号

一般会計 4 億 900 万円 226 億 6,200 万円 18

国民健康保険事業特別会計 1 億 6,757 万 2 千円 79 億 2,065 万 9 千円 19

後期高齢者医療特別会計 補正なし　 3 億 3,709 万 6 千円 ‐

下水道事業特別会計 補正なし　 9 億 3,142 万 3 千円 ‐

水道事業会計

収益的収入　　　補正なし 11 億 1,498 万 6 千円 ‐

収益的支出　　　 44 万円 10 億 8,627 万円 6

資本的収入　　　補正なし 1 億 3,399 万 1 千円 ‐

資本的支出　　　補正なし 2 億 9,628 万円 ‐

一般会計補正予算の概要

議案第18号 平成２７年度南城市一般会計補正予算（第５号）
（総務関係）
○地域産物の総合利活用を通じた「南城・八重瀬」広域創生スタートアップ事業
　（地域創生加速化交付金事業）　　　　　　　　　　　　　　  　3,050万円
　　ＴＰＰや大型ＭＩＣＥを見据えた交流、輸出、民間企業の参入を促進するプラットホームを構築するため、
南城市（2,050万）と八重瀬町（1,000万）が連帯し、地域資源を活用する事業計画を策定しモデル事業に
取組むための予算です。

○ムラヤーを核とした雇用創造事業（地域創生加速化交付金事業）　1,700万円
　　ムラヤーを核とした地域づくりを行い、「住んでみたい」「住みつづけたい」まちづくりの実現することを目的
に、４つの事業（ムラヤー利活用戦略計画策定及びコミュニティービジネス調査委託費・ムラヤー活性化推
進委員会費・ムラヤーを拠点とした地域づくり支援事業委託費・地域の担い手育成機能強化事業委託費）
を実施するための予算です。

○自治体情報セキュリティ強化対策事業　　                               2,820万円
　①マイナンバーによる利用事務系の端末から情報持ち出し不可設定や二要素認証を図り、住民情報流出　　
を徹底して防止すること

　②マイナンバーによる情報連帯に活用されるＬＧＷＡＮ環境のセキュリティ確保のため、ＬＧＷＡＮ接続系とイ
ンターネット接続系を分割すること

　③都道府県と市町村が協力して、自治体情報セキュリティクラウドを構築し、高度な情報セキュリティ対策を講じること
上記の対策を講じることにより、早急に各地方治自体の情報セキュリティ対策の抜本的強化を図る為の予算です。
○南城市インキュベート事業　　                                              1,200万円
　　空き公共施設を活用することで全国から南城市で創業又は起業する人材を公募し、産官学金の連帯に
より支援を行い、市内地域資源の活用と雇用の場の創出に努め、創業又は起業における障壁となる、初
期投資及び維持管理費等を、市が準備する施設で３年間サポートする為の予算です。

次頁上段へ



（民生関係）
○年金生活者等支援臨時福祉給付事業　　　　　　　　　　約1億5,200万円
　　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引き上げの恩恵が及びにくい低年金者への支援。高齢者世帯
の年金も含めた所得全体の底上げを図る観点に立ち、低所得の６５歳以上の条件がそろった方をを対象
に支給する給付金（一律３万円）です。
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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 3月定例会号平成 28 年 3月定例会号

氏　名 地　区 職　業 備　考
城間　松安　 大里字仲間 酪農業 認定農業者
安次富　斉 玉城字當山 農　業 認定農業者
島袋　義彦 大里字大城 農　業 認定農業者
玉城　吉江 大里字大里 農　業 認定なし
徳元　淳也 玉城字前川 農　業 認定農業者
富山　嘉栄 知念字吉富 農　業 認定なし
仲本　武治 佐敷字新里 農　業 認定農業者
東恩納　盛繁 佐敷字津波古 農　業 認定農業者
富名腰　須賀江 玉城字堀川 農　業 認定なし
港川　猛 玉城字堀川 会社員 認定なし（有識者）
宮城　富男 佐敷字手登根 農　業 認定なし

玉城東部地区　沖縄振興公共投資交付金事業（村づくり交付金事業）
南城市西部地区　沖縄振興公共投資交付金事業（村づくり交付金事業）

南風原田原線　沖縄振興公共投資交付金事業
喜良原新里長作原線　沖縄振興公共投資交付金事業
船越大城線　沖縄振興公共投資交付金事業
新開田原線　社会資本整備総合交付金事業

（農林水産関連）

（土木建築関連）

繰越明許費事業一覧〈平成２８年度に繰り越された事業〉

固定資産台帳整備支援及び公共施設等総合管理計画策定業務 　
総合戦略事務委託業務
観光振興将来拠点地整備事業
地域資源の総合利活用を通じた「南城・八重瀬」広域創生スタートアップ事業

（地方創生加速化交付金事業）
ムラヤーを核とした雇用創造事業（地方創生加速化交付金事業）
自治体情報セキュリティ強化対策事業
個人番号カード交付事業
南城市インキュベート事業（地方創生加速化交付金事業）
東御廻り等・体験交流受入整備強化事業
南城市観光コア施設整備事業
平和学習受入体制強化事業

（総務関連）

次頁上段へ

年金生活者等支援臨時福祉給付金事業
幼児教育無償化事業
馬天小学校内学童施設整備事業（沖縄県放課後児童クラブ支援事業）
百名小学校内学童施設整備事業（沖縄県放課後児童クラブ支援事業）
玉城小学校内学童施設整備事業（沖縄県放課後児童クラブ支援事業）
船越小学校内学童施設整備事業（沖縄県放課後児童クラブ支援事業）
保育所緊急整備事業（安心こども基金）
南部広域行政組合ごみ処理事業

（民生関連）

前頁下段より
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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 3月定例会号平成 28 年 3月定例会号

同意第2号～12号まで 農業委員会委員の任命について
新農業委員決定！

　農業委員会等に関する法律の改正により、農業委員21名が平成28年3月31日で任期満了するにあたり、
市長より新たに11名の農業委員の提案があり3月4日の本会議において全会一致で承認されました。
　新たに選出された農業委員は次の通りです。

氏　名 地　区 職　業 備　考
城間　松安　 大里字仲間 酪農業 認定農業者
安次富　斉 玉城字當山 農　業 認定農業者
島袋　義彦 大里字大城 農　業 認定農業者
玉城　吉江 大里字大里 農　業 認定なし
徳元　淳也 玉城字前川 農　業 認定農業者
富山　嘉栄 知念字吉富 農　業 認定なし
仲本　武治 佐敷字新里 農　業 認定農業者
東恩納　盛繁 佐敷字津波古 農　業 認定農業者
富名腰　須賀江 玉城字堀川 農　業 認定なし
港川　猛 玉城字堀川 会社員 認定なし（有識者）
宮城　富男 佐敷字手登根 農　業 認定なし

大里北小学校校舎改築事業   馬天小学校空調設備整備事業
久高小中学校太陽光等設備配置事業 玉城中学校武道場建設事業
玉城中学校特別教室改築事業  世界遺産「斎場御嶽」周辺整備事業

大里城趾連絡線　社会資本整備総合交付金事業
南風原福原線　社会資本整備総合交付金事業（防災・安全交付金）
嶺井土改１号～高俣線　社会資本整備総合交付金事業（防災・安全交付金）
大里城趾公園整備事業　社会資本整備総合交付金事業
庁舎等複合施設建設事業

（教育関連）

前頁下段より

※繰越明許費とは
    市の予算は、その会計年度内に支出するのが原則であるが、やむを得ない場合は、議会の議決を得て翌年度に繰越して支出できる様にする制度です。

同意第１号 副市長の選任について
第１回臨時会で決まったこと

　副市長の座波一氏が平成２７年１２月３１日付けで退任したので、その後任に具志堅兼栄氏を選任する
ため、地方自治法第１６２条の規定により、議会の同意を得る必要があり、全会一致で同意されました。



議 クピ ッ案 アッ プ
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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 3月定例会号平成 28 年 3月定例会号

議案第８号

議案第13号

議案第14号

土地の取得について

南城市行政不服審査会条例について

行政不服審査法施行に伴う関係条例の整備に
関する条例について

不服申立制度が50年ぶりに見直し！

　観光振興将来拠点地整備事業（公共駐車場整備事業）用地に係る隣地開発手続きにおいて、事
業区域内に森林区域が含まれていることから森林配置の基準に従い、その区域の25％を水源の涵
養、森林環境保全等のために確保する必要があるため新たに用地を取得する為の議案です。
　本会議にて公共駐車場2,000台の設定根拠と整備後の維持管理等を懸念する反対討論と、観光
振興や防災、各イベント時の駐車場としての活用など、今後の地域活性化に繋がる事業との賛成
討論がありました。採決の結果、賛成多数により可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　　　　　　　物件の所在地　　南城市佐敷字新里１７２８番地１　ほか９２筆
　　　　　　　取得の面積　　６８,３８４平方メートル
　　　　　　　所得予定価格　　４５３,４１９,４００円
　　　　　　　契約の相手方　　新里自治会　ほか６２人

　処分に対して国民が行政庁に不服を申し立てることができる制度を不服申立制度（国・地方共通）
と言います。その制度が約50年ぶりに抜本的に見直される事になり、それに準じて南城市も不服申
立制度の改正を行う事になりました。
　旧制度と大きく違う点は、審査庁の裁決の前に第三者機関（今回の改正により新たに設置）に諮
問を行う事でチェック機能を強化したところです。市民にとっては、公正性や使いやすさの向上、救
済手段の充実・拡大等のメリットが期待でき、平成28年4月1日以降にされた処分に対する不服申立
てから新制度が適用される事になります。
また、新たに行政不服審査法が施行される事により、市条例のうち下記６つの条例の一部が改正
されました。

森林環境保全のため追加！

一部改正のあった条例

●南城市情報公開条例 ●南城市特別職の職員で非常勤のもの　
　の報酬及び費用弁償に関する条例●南城市個人情報保護条例

●南城市固定資産評価審査委員会条例 ●南城市手数料徴収条例

●南城市税条例



議 クピ ッ案 アッ プ
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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 3月定例会号平成 28 年 3月定例会号

米軍人による女性暴行事件に関する意見書・決議

意見書・決議書!!

　去る3月13日、那覇市内のビジネスホテルで米軍キャンプ・シュワブ所属の海軍１等水兵が沖縄に観光に訪れて
いた女性宿泊客に性的暴行を加えたとして、準強姦罪の容疑で緊急逮捕される事件が発生した。
　女性に対するこのような行為は、肉体的、精神的苦痛を与えるだけではなく、人間としての尊厳を蹂躙する極
めて悪質な犯罪であり、多くの観光客が訪れる本市においても同様の事件の発生は否定できず、市民と県民、
観光客と関連業界に大きな衝撃と不安を与えている。
　本市議会は、事件・事故が発生するたびに、綱紀粛正、再発防止及び関係者への教育等を徹底するよう米
軍等に強く抗議してきたところである。今回、またもやこのような事件が発生したことは、米軍における再発防止
への取り組みや軍人への教育のあり方が機能していないと言わざるを得ず、激しい憤りを禁じ得ない。
　よって、本市議会は、市民、県民、観光客の人権と生命・財産と観光関連業界の経営を守る立場から、今
回の事件に対し厳重に抗議するとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう強く要請する。

記
１．被害者及び家族への謝罪及び被疑者に対する厳正な対応をすること。
２．米軍人・軍属等に対し、人権に関する実効性のある教育徹底と綱紀粛正を図るとともに、市民と県民、観光
客と観光関連業者が安心して生活し営業できる実効性のある抜本的な再発防止策を講じること。

３．日米地位協定の抜本的な見直しを行うとともに、米軍基地を整理・縮小すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。（以上、決議する。）

　平成28年3月22日
沖縄県南城市議会

あて先（意見書）
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、外務大臣、防衛大臣、沖縄及び北方対策担当大臣、
沖縄防衛局長

あて先（決議書）　　
駐日米国大使、在日米軍司令官、在日米軍沖縄地域調整官、在沖米国総領事
※発委第１号・第２号の内容は一緒ですが、意見書、決議書の為、あて先が各々違います。

発委第１・２号

議案第17号 沖縄県介護保険広域連合を組織する地方公共
団体の増加および規約の変更について

西原町加入による規約変更！

　現在介護保険事業は、南城市を含む28市町村による広域連合で運営を行っています。平成29年2月1日より
新たに西原町が加わる事に伴い規約変更の必要が生じました。（それにより南城市および市民の負担が増えると
いうわけではありません。）
　また、平成26年介護保険法改正により地域支援事業の見直しが行われ、これまで実施されてきた介護予防事
業をより充実させるため、市では介護予防・日常生活支援総合事業を平成28年4月1日よりスタートしました。介護
が必要な状態になっても、住み慣れた地域で暮らし続けることが出来るような地域包括ケアシステム（介護、医療、
予防、生活支援、住まいを包括的に提供することが目的）への構築に向けても各市町村が中心となって取り組ん
でいきます。
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え
て

い
な
い
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
は
手
法
の一つ
と
し
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の　

　
　

設
立
に
つ
い
て

　

今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
男
女
共
同
参

画
都
市
宣
言
。
そ
の
節
目
の
年
に
「
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
」
の
設
立
を
主
導

で
き
な
い
か
。
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　

設
立
に
向
け
て
取
り
組
ん

　
　

で
い
き
た
い

■
市
民
部
長
　
山
入
端 

美
智
子

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
や
団
体
で
活

躍
す
る
女
性
達
を
繋
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
設

立
は
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。

仲
な か ま

間　光
み つ え

枝

松
ま つ だ

田　兼
けんひろ

弘

Q

Q

Q

Q

A

A

A

AA
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遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
い
て

　

農
地
中
間
管
理
事
業
が
制
度
運
用

開
始
を
し
て
２
年
目
と
な
り
、
制
度
への

周
知
徹
底
が
広
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

農
地
を
貸
し
出
す
動
き
が
出
て
き
た
と

の
新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
南
城
市

に
お
け
る
遊
休
農
地
の
状
況
と
事
業
の

取
り
組
み
に
つい
て
伺
い
ま
す
。

　
　

     

２
名
の
担
当
者
が
双
方
に

     

出
向
い
て
精
力
的
に
調
整

■
農
林
水
産
部
長
　
山
村 

研
吾

　

南
城
市
に
は
29
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
遊
休
農

地
が
あ
り
、
出
し
手
の
面
積
が
11
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
り
ま
す
が
平
成
27
年
度
で
8.5
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
既
に
契
約
に
至
っ
て
お
り
成

約
は
南
城
市
が
一
番
多
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
農
地
中
間
管
理
事
業
に
対
す
る
理

解
も
広
ま
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
の
で
今

後
と
も
農
地
調
整
員
と
地
区
駐
在
員
を

中
心
に
精
力
的
に
調
整
す
る
こ
と
で
遊

休
農
地
の
解
消
を
加
速
し
て
進
め
た
い
。

     

ウ
ラ
ン
道
の
市
道
認
定
に

     

つ
い
て

　

が
ん
じ
ゅ
う
駅
の
北
側
の
国
道
か
ら
海

岸
に
下
る
ウ
ラ
ン
道
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

道
路
は
私
有
地
を
通
っ
て
い
る
た
め
、
本

来
の
道
路
の
維
持
管
理
が
十
分
さ
れ
て
い

な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
近
年
道
路
沿

線
に
は
民
家
も
増
え
、
海
ぶ
ど
う
の
養
殖

場
な
ど
も
あ
り
日
常
的
に
利
用
さ
れ
て
い

る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
市
道
に
認
定
し

維
持
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
市

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

     

現
時
点
で
は
市
道
認
定
は
考

     
え
て
な
い

■
都
市
建
設
部
長
　
伊
集 

稔

　

民
家
や
養
殖
場
が
あ
り
、
道
路
を
利

用
し
て
い
る
状
況
で
す
が
現
時
点
で
は

市
道
認
定
や
補
助
事
業
等
で
の
整
備
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

■
市
長
　
古
謝 

景
春

　

国
道
に
取
り
付
け
る
に
は
カ
ー
ブ
の

状
況
を
含
め
構
造
令
が
あ
り
擁
壁
を
直

に
積
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
起
こ

り
得
ま
す
。
法
線
が
正
し
い
か
も
含
め

前
向
き
に
検
討
し
な
が
ら
、
ど
う
い
う

状
況
で
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も

含
め
て
精
査
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　　
　

尚
巴
志
活
用
に
つ
い
て

　

尚
巴
志
王
の
王
像
建
立
及
び
活
用
に

つい
て
。

（1）
王
像
建
立
の
助
成
に
つい
て
伺
う
。

（2）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
（
尚
巴
志
三
山
統
一）

の
誘
致
に
つい
て
見
解
を
伺
う
。

（3）

新
滑
走
路
完
成
を
機
に
、
愛
称
を
尚

巴
志
那
覇
国
際
空
港
に
す
る
よ
う
に

提
案
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　

前
向
き
に
調
整
し
た
い

■
教
育
部
長
　
知
念 

進

（1）

特
色
あ
る
事
業
な
の
で
前
向
き
調
整

し
た
い
。

（2）

尚
巴
志
関
係
書
物
等
が
充
実
す
れ

ば
、
誘
致
に
向
け
て
強
力
な
資
料
と

な
る
。

（3）

愛
称
募
集
が
有
れ
ば
、
南
城
市
か
ら

も
応
募
し
た
い
。

■
市
長
　
古
謝 

景
春

　

十
分
議
論
し
、
銅
像
建
立
の
方
向
性

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
の
協
力
要
請
で
あ

れ
ば
、
色
々
な
形
で
観
光
振
興
に
結
び
付

く
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
て
み
た
い
。

　

尚
巴
志
王
が
成
し
遂
げ
た
偉
業
を
誇

り
を
も
っ
て
大
切
に
し
、
ど
う
発
信
す

る
か
も
含
め
最
大
限
に
協
力
し
た
い
。

     

南
城
市
農
業
の
将
来
展
望

     

に
つ
い
て

　

耕
地
生
産
が
低
い
の
は
、
農
業
用
水
確

保
の
困
難
さ
に
よ
る
の
で
は
と
考
え
る
。

（1）

用
水
需
給
の
現
状
、
又
確
保
へ
の
取

組
み
を
伺
う
。

（2）

持
続
的
発
展
振
興
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
短
・
中
・
長
期
的
展
望
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

か
ん
が
い
事
業
の
導
入
を

　
　

進
め
て
い
く

■
農
林
水
産
部
長
　
山
村 

研
吾

（1）

佐
敷
は
５
ヶ
所
の
営
農
用
水
施
設
が

あ
り
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
は
、
完

了
し
た
地
区
、知
念
は
４
、玉
城
は
１
、

大
里
は
２
で
あ
る
。
実
施
中
の
地
区
、

知
念
は
１
、
玉
城
は
２
、
大
里
は
１

で
あ
る
。
今
後
も
、
か
ん
が
い
事
業

の
導
入
を
進
め
て
い
く
が
、
水
源
確

保
と
地
域
の
合
意
形
成
が
重
要
で
あ

る
。

（2）

短
期
的
に
は
、
安
定
生
産
と
有
益
力

向
上
の
た
め
の
台
風
被
害
軽
減
策
が

考
え
ら
れ
る
。
中
長
期
的
に
は
、
主

業
農
家
の
育
成
、
意
欲
あ
る
農
家
の

創
意
と
工
夫
に
よ
る
発
展
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
、
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
と

考
え
る
。

平
ひ ら た

田　安
やすのり

則

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

親
おやかわ

川　孝
た か お

雄
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子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

　

沖
縄
子
供
の
貧
困
対
策
事
業
で
食
事

の
提
供
や
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
と
思

う
が
以
下
に
つい
て
伺
う
。

①

子
供
の
貧
困
の
定
義
と
現
状
を
把
握

し
て
い
る
か
。

②
支
援
の
内
容
と
関
係
各
部
の
連
携
方
法

　
　

ま
ず
は
現
状
把
握
と

　
　

居
場
所
つ
く
り

■
福
祉
部
長
　
津
波
古 

充
仁

①

１
２
６
万
円
を
貧
困
基
準
と
し
、
等

価
世
帯
可
処
分
所
得
が
こ
れ
よ
り
低

い
世
帯
を
「
相
対
的
な
貧
困
」
と
定

義
す
る
（
あ
く
ま
で
目
安
）。
現
状

把
握
は
出
来
て
い
な
い
。
今
回
の
事

業
で
把
握
に
取
り
組
む
。

②

子
供
の
居
場
所
運
営
支
援
事
業
を
実

施
。
居
場
所
の
確
保
、
食
事
の
提
供
、

生
活
指
導
、
体
験
活
動
や
学
習
支
援

等
を
行
う
。
教
育
部
と
の
連
携
を
強

化
し
て
い
く
。

■
教
育
部
長
　
知
念 

進

②

教
育
と
福
祉
の
両
面
で
専
門
的
視
野

を
有
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
各
中
学
校
区
に
１
名
ず
つ
配
置

し
貧
困
等
の
環
境
か
ら
生
じ
る
児
童

生
徒
の
現
状
把
握
と
諸
問
題
の
解
決

に
取
り
組
む
。

　
　

施
政
方
針
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
施
政
方
針
の
中
か
ら
以

下
に
つい
て
伺
う

①

壮
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
内
容
と
多
く
の

種
目
の
採
用
（
隔
年
で
実
施
）
に
つい
て

②
子
供
１
１
０
番
の
家
の
拡
充
に
つい
て

　
　

健
康
増
進
と
安
全
・
安
心

　
　

な
生
活
の
確
保

■
教
育
部
長
　
知
念 

進

①
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
予
定
。
そ

の
他
の
種
目
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
に
つ
い
て
も
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
協
議
、
検
討
し
て
い
く
。

■
市
民
部
長
　
山
入
端 

美
智
子

②

子
供
た
ち
が
危
険
に
遭
遇
し
た
場
合

等
に
安
心
し
て
立
ち
寄
れ
る
民
間
協

力
の
拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
活
動
の
停
滞
、
形
骸
化
が
懸
念

さ
れ
て
き
た
。
会
員
及
び
関
係
者
の

情
報
交
換
と
、ロ
ー
ソ
ン
、フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
を
含
む
１
１
０
番
の
家
の
拡
充

を
図
り
、
子
供
の
安
全
を
確
保
す
る

対
策
を
強
化
す
る
。

◆

そ
の
他
に
も
、
他
の
自
治
体
等
と
の

人
事
交
流
の
成
果
に
つい
て
、
教
育
の

日
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
を

質
問
し
ま
し
た
。

　
　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

　

直
近
の
２
０
１
２
年
、
全
国
の
貧
困

率
16
・
3
％
に
対
し
て
沖
縄
は
29
・
9
％
、

子
ど
も
が
い
る
現
役
世
帯
の
う
ち
大
人

が
１
人
の
貧
困
率
は
全
国
54
・
6
％
に

対
し
て
沖
縄
は
58
・
9
％
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
半
分
以
上
が
貧
困
に
苦
し
ん
で

い
る
現
状
が
あ
る
中
、
本
市
が
28
年
度

か
ら
取
り
組
む
子
供
の
貧
困
対
策
に
つい

て
の
事
業
内
容
と
子
ど
も
の
貧
困
問
題

を
解
消
す
る
た
め
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　

　
　

貧
困
連
鎖
を
断
ち
切
り
、　

　
　

人
材
育
成
に
取
り
組
む

■
福
祉
部
長
　
津
波
古 

充
仁

　

教
育
と
福
祉
の
両
面
に
お
い
て
、
子

ど
も
の
居
場
所
運
営
支
援
事
業
を
実
施

し
、
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

場
所
を
確
保
し
食
事
の
提
供
、
生
活
指

導
、
体
験
学
習
や
学
習
支
援
等
を
行
い
、

専
門
的
視
野
を
有
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
各
中
学
校
区
に
１
名

配
置
し
、
各
関
係
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
貧
困
等
の
環
境
か
ら
生

じ
る
児
童
生
徒
の
諸
問
題
の
解
消
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
貧
困
を
社
会
全
体
の
問
題

と
捉
え
、む
ら
や
ー
の
活
用
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
市
民
参
加
、
事
業
所
か
ら
の

食
材
提
供
、
運
営
の
支
援
な
ど
を
市
民

協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を
目
標
に
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

市
内
体
育
施
設
の
管
理

　
　

状
況
に
つ
い
て

　

施
設
利
用
者
か
ら
管
理
状
況
に
つ
い
て

要
望
が
多
く
あ
り
ま
す
が
現
在
、
管
理

体
制
と
今
後
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　

管
理
体
制
の
充
実
に
努
め
る

■
教
育
部
長
　
知
念 

進

　

担
当
職
員
１
名
と
各
施
設
に
管
理
職

員
１
名
を
配
置
し
て
管
理
し
て
お
り
、

管
理
体
制
に
つ
い
て
は
利
用
状
況
を
踏

ま
え
、
予
約
方
法
の
変
更
等
も
含
め
運

営
効
率
の
向
上
を
考
え
、
平
成
29
年
度

か
ら
指
定
管
理
の
導
入
も
視
野
に
入
れ

て
十
分
議
論
し
て
管
理
体
制
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

前
まえざと

里　輝
てるあき

明

中
なかむら

村　直
な お や

哉

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A
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農
排
玉
城
第
五
資
源
環
境

     

施
設
に
つ
い
て

　

同
施
設
の
直
近
の
決
算
状
況
と
今

後
、
運
営
の
方
向
性
、
ま
た
現
在
処
理

し
て
い
る
汚
泥
を
他
の
施
設
で
処
理
し

た
場
合
、
年
間
の
負
担
額
を
伺
う
。

　
　

     

抜
本
的
な
処
理
構
想
改
善

■
上
下
水
道
部
長
　
屋
比
久 

勝
之

　

平
成
26
年
度
決
算
で
歳
入
24
万
円
、

歳
出
２
千
５
万
３
千
円
、
他
の
施
設
で

処
理
し
た
場
合
は
６
５
０
万
円
の
負
担

額
が
発
生
す
る
為
、
今
後
は
補
助
金
の

適
正
化
法
に
基
づ
き
資
源
循
環
社
会
型

の
総
合
的
な
見
地
か
ら
、
最
善
な
処
理

構
想
を
関
係
機
関
と
協
議
し
検
討
す

る
。

     

農
業
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

本
定
例
会
冒
頭
、
11
名
の
農
業
委
員

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
全
員
が
地
理
的

土
地
勘
の
あ
る
方
々
で
実
績
や
経
歴
か
ら

も
優
れ
た
人
材
の
選
出
だ
と
思
い
ま
す

が
、
評
価
委
員
の
構
成
と
評
価
の
基
準
、

応
募
さ
れ
た
方
々
の
人
数
、
評
価
内
容
の

公
表
に
つい
て
伺
う
。

　
　

評
価
内
容
の
縦
覧

■
農
林
水
産
部
長
　
山
村 

研
吾

　

評
価
委
員
は
市
内
の
４
支
店
長
と
花

野
果
村
代
表
取
締
役
、土
木
建
築
部
長
、

農
林
水
産
部
長
７
人
で
構
成
さ
れ
、
評

価
の
基
準
に
つ
い
て
は
農
業
に
対
す
る
見

識
、
認
定
農
業
者
の
数
、
地
域
間
バ
ラ

ン
ス
、
利
害
関
係
等
の
観
点
よ
り
評
価

を
行
っ
た
。
応
募
さ
れ
た
人
数
は
、
推

薦
者
が
10
名
、
個
人
応
募
が
13
人
、
合

計
23
名
で
内
７
名
が
認
定
農
業
者
、
男

性
21
名
、
女
性
２
名
で
す
。
評
価
内
容

の
公
表
に
つ
い
て
は
、
公
開
す
る
も
の
と

し
て
産
業
振
興
課
に
お
い
て
縦
覧
で
き

る
。

　
　

子
供
の
貧
困
に
つ
い
て

　

新
年
度
の
予
算
で
教
育
委
員
会
と
福

祉
部
双
方
で
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
が
、
福
祉
部
は
衣
・
食
・
住
の
支
援

と
学
校
の
宿
題
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
す
。
一
方
、
教
育
委
員
会
で
は
教
育

と
人
づ
く
り
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は

特
に
人
づ
く
り
の
部
分
で
心
の
教
育
を

強
化
し
て
貧
困
対
策
に
臨
ん
で
頂
き
た

い
。

　　
　

保
育
所
に
つ
い
て

　

市
立
保
育
所
が
民
営
化
さ
れ
る
中
で

様
々
な
問
題
が
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
の
保
育
所
の
あ
り
方
及
び
行
政
の
対

応
に
つい
て
伺
う
。

　
　

受
け
皿
の
拡
充
と
多
様
な　

　
　

保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

■
福
祉
部
長
　
津
波
古 

充
仁

　

社
会
福
祉
法
人
保
育
所
の
指
導
監
督

の
権
限
に
つい
て

①

事
業
又
は
会
計
の
状
況
に
関
し
報
告

を
徴
す
る
こ
と
。

②

助
成
の
目
的
に
照
ら
し
て
社
会
福
祉

法
人
の
予
算
が
不
適
当
で
あ
る
と
認

め
る
場
合
に
お
い
て
そ
の
予
算
に
つ
い

て
必
要
な
変
更
を
す
べ
き
旨
を
勧
告

す
る
こ
と
。

③
役
員
が
法
令
に
基
づ
く
行
政
庁
の
処

分
又
は
定
款
に
違
反
し
た
場
合
に
お

い
て
そ
の
役
員
を
解
職
す
べ
き
旨
を

勧
告
す
る
権
限
を
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
市
立
み
ど
り
保
育
所
の
民
営
化

を
す
す
め
る
理
由
と
し
て
待
機
児
童

の
数
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
民

営
化
す
る
こ
と
で
公
立
保
育
園
で
は

対
象
と
な
ら
な
い
補
助
メ
ニュ
ー
の
活

用
が
可
能
に
な
り
、
園
舎
の
増
改
築

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
受
け
皿
を
拡

充
し
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　

製
糖
工
場
一
本
化
に
つ
い
て　

　

県
内
製
糖
工
場
が
今
期
か
ら
う
る
ま

市
川
田
の
ゆ
が
ふ
製
糖
株
式
会
社
に一
本

化
さ
れ
、
生
産
農
家
を
初
め
、
運
搬
人
、

農
協
と
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
お
り
ま
す

が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

ど
う
し
て
も
南
部
に
工
場

　
　

が
必
要

■
農
林
水
産
部
長
　
山
村 

研
吾

　

今
期
の
製
糖
状
況
で
す
が
、
製
糖
工

場
側
の
想
定
よ
り
反
収
が
増
加
し
て
前

半
の
受
け
入
れ
段
階
で
圧
搾
機
が
オ
ー

バ
ー
ワ
ー
ク
で
故
障
し
た
為
、
原
料
搬

入
が
５
日
間
停
止
に
な
り
製
糖
期
間
も

延
長
さ
れ
た
。
一
日
あ
た
り
の
搬
入
伝

票
も
減
少
し
生
産
農
家
に
よ
っ
て
は
刈

置
き
が
長
く
な
る
影
響
も
で
た
。

■
市
長
　
古
謝 

景
春

　

南
部
地
域
の
収
穫
量
が
多
い
わ
け
で

す
か
ら
南
部
に
工
場
が
必
要
、
特
別
な

振
興
費
を
つ
け
て
移
動
費
も
含
め
て
農

水
省
と
も
や
って
、
決
定
し
て
い
る
。

玉
た ま き

城　健
つよし

Q

QQ

Q

Q

A

A

A

A

比
ひ が

嘉　直
なおあき

明
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水
溶
性
天
然
ガ
ス
（
な
ん
じ
ぃ　

　
　

鉱
山
）
の
利
活
用
に
つ
い
て

①

沖
縄
県
が
実
施
し
て
い
る
「
試
掘
井

戸
の
利
活
用
検
討
事
業
」
へ
の
取
り

組
み
状
況
を
伺
う
。

②

鉱
山
か
ら
発
生
す
る
温
泉
水
を
、
市

内
各
公
園
や
新
庁
舎
な
ど
で
足
湯
と

し
て
活
用
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　

検
討
す
る

■
副
市
長
　
具
志
堅 

兼
栄

①

具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
が
、
ま
と
め
の
報
告
は
ま
だ

受
け
て
い
な
い
。

②

国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
や
新

型
交
付
金
を
活
用
し
、
温
泉
水
の
宅

配
等
の
モ
デ
ル
実
証
委
託
を
平
成
29
・

30
年
で
予
定
し
て
い
て
、
30
か
ら
31

年
に
つ
い
て
は
水
溶
性
ガ
ス
の
利
活
用

事
業
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
等
も
含

め
て
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
足
湯

に
つ
い
て
も
同
型
の
交
付
金
で
対
応
で

き
る
か
、
実
現
性
も
含
め
て
今
後
議

論
し
て
い
く
。

　
　

久
高
島
に
お
け
る

　
　

地
域
課
題
に
つ
い
て

①一
周
線
（
東
海
岸
側
）
の
早
期
整
備

を
求
め
る

②

カ
ベ
ー
ル
崎
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
市

の
見
解
を
伺
う
。

　
　

前
向
き
に
検
討
す
る
。

■
土
木
建
築
部
長
　
伊
集 

稔

①

歩
行
者
の
安
全
確
保
や
観
光
振
興
の

面
か
ら
も
早
急
に
対
処
す
べ
き
で
あ

り
、
28
年
度
中
の
改
善
に
向
け
て
区

と
調
整
す
る
。

■
教
育
部
長
　
知
念 

進

②
カ
ベ
ー
ル
崎
の
突
端
に
あ
る
岩
は
祭
祀

場
と
し
て
重
要
な
場
所
で
あ
り
、
環

境
保
全
に
は
市
と
し
て
も
配
慮
し
て

い
く
。

■
副
市
長
　
具
志
堅 
兼
栄

　

カ
ベ
ー
ル
崎
に
つ
い
て
は
島
民
か
ら
の

声
も
伺
って
お
り
、四
者
協
議
会
の
場
で
、

区
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
が
ベ
ス
ト
な

の
か
検
討
し
て
い
く
。

　
　

　
　

大
里
中
学
校
の
改
築
計
画

　
　

に
つ
い
て

①

教
育
委
員
会
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

平
成
32
年
度
ま
で
の
間
に
、
耐
震
度
、

補
強
、
延
命
措
置
等
も
含
め
た
学
校

改
築
整
備
計
画
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
整
備
期
間
に
変
更
は
な
い
の
か
。

②

今
回
は
ど
の
よ
う
な
整
備
計
画
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

③
計
画
に
お
け
る
課
題
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

予
定
ど
お
り
行
う

■
教
育
部
長
　
知
念 

進

①

平
成
29
年
度
よ
り
校
舎
基
本
・
実
施

設
計
に
着
手
し
、
平
成
32
年
度
完
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

②

耐
力
度
調
査
結
果
に
よ
る
危
険
建
物

の
改
築
事
業
と
、
昭
和
56
年
６
月
以

降
の
建
物
は
大
規
模
改
造
事
業
に
よ

り
整
備
を
行
い
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
、

運
動
場
を
含
め
た
施
設
全
体
の
整
備

計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③

運
動
場
に
仮
設
校
舎
の
設
置
を
検
討

し
て
お
り
、
授
業
や
諸
行
事
、
部
活
動

に
支
障
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

大
里
北
小
学
校
の
学
習
環　

　
　

境
改
善
に
つ
い
て

　

周
知
の
と
お
り
、
大
里
北
小
学
校
は
早

期
の
改
築
に
向
け
て
事
業
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
後

３
ヶ
年
は
既
存
の
校
舎
で
学
習
を
行
い
ま

す
。
現
校
舎
は
配
置
上
の
問
題
に
よ
り
非

常
に
通
気
性
が
悪
く
、
昨
今
の
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
の
影
響
も
あ
り
、
盛
夏
時

の
室
温
は
35
度
を
超
え
、
扇
風
機
を
稼

働
し
て
も
何
ら
改
善
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
教
育
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
一

日
で
も
早
く
学
習
環
境
の
改
善
を
講
じ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
当
局
の
見
解

を
お
伺
い
し
ま
す
。

　　
　

早
急
に
解
消
へ
向
け
取
り

　
　

組
む

■
教
育
部
長
　
知
念 

進

　

現
校
舎
の
現
状
に
つい
て
は
、
現
況
調

査
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
本
年
度
内
に
全
普
通
教
室

の
空
調
機
器
整
備
を
行
い
、
夏
場
に
お

け
る
学
習
環
境
の
改
善
を
図
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

新
しんざと

里　嘉
ただし

安
あ だ に や

谷屋　正
ただし

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A
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市
道
船
越
～
大
城
線
の

     

進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

物
件
補
償
の
進
捗
状
況
、
用
地
の

取
得
状
況
及
び
取
得
率
、
工
事
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
南
部
東
道
路
への
ア
ク
セ
ス
時

期
に
つい
て
伺
い
ま
す
。

　
　

     

32
年
度
完
了
予
定
で
す

■
土
木
建
築
部
長
　
伊
集 

稔

　

船
越
側
で
１
件
、
大
城
側
で
３
件
の

物
件
の
補
償
を
行
い
ま
し
た
。
89
筆
中

９
筆
を
取
得
し
、
32
年
度
で
工
事
を
完

了
す
る
予
定
で
す
。
南
部
東
道
路
へ
ア

ク
セ
ス
を
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

前
川
区
１
３
８
番
地
付
近
の
交
差
点
に

つ
い
て
、
観
光
客
を
乗
せ
た
大
型
バ
ス
の

交
通
量
が
多
く
、
優
先
道
路
が
わ
か
り
に

く
い
場
所
が
あ
り
、
外
側
線
及
び
停
止
線

の
設
置
が
で
き
な
い
か
、
停
止
の
標
示
板

が
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　

      

対
応
し
て
い
き
た
い

■
土
木
建
築
部
長
　
伊
集 

稔

　

複
雑
な
交
差
点
、
５
差
路
に
な
って
お

り
停
止
線
、
外
側
線
が
消
え
か
か
っ
て

お
り
ま
す
。
新
年
度
は
白
線
設
置
予
定

場
所
が
あ
り
併
せ
て
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　　
　

多
面
的
機
能
発
揮
促
進

　
　

事
業
に
つ
い
て

　

国
は
、
平
成
26
年
6
月
13
日
に
農

業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促

進
に
関
す
る
法
律
が
成
立
し
、
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
多
面
的
機
能
発
揮
促

進
事
業
と
し
て
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

以
下
の
点
に
つい
て
伺
い
ま
す
。

①
ど
の
よ
う
な
事
業
な
の
か

②
市
の
取
組
は

③
活
動
組
織
の
構
成
は

　
　

協
力
依
頼
等
、
維
持
管
理　

　
　

に
努
め
る

■
農
林
水
産
部
長
　
山
村 

研
吾

①

こ
の
事
業
は
、
農
地
や
農
業
用
施
設

等
を
保
全
す
る
た
め
の
共
同
活
動
、

中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
農
業
生
産

活
動
の
維
持
・
推
進
す
る
活
動
及
び

環
境
保
全
型
農
業
へ
の
取
組
の
総
称

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
対
応
す
る

助
成
事
業
が
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
及
び
環
境
保
全
型
支
払
交
付
金

が
あ
り
ま
す
。

②

市
で
は
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
農
業
者
と
自

治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
地
域
の
方
々
で
構

成
さ
れ
、
活
動
に
要
す
る
費
用
が
補

助
さ
れ
ま
す
。

③

玉
城
地
区
8
集
落
、
大
里
地
区
５
集

落
、
佐
敷
地
区
7
集
落
、
知
念
地
区

４
集
落
で
、計
24
集
落
と
78
団
体
（
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
老
人
会
等
）
が
参
加
し
て
お

り
ま
す
。

　
　

①
28
年
度
が
最
終
年
度
で
す
が
、　

　
　
　

新
規
加
入
の
予
定
は　

②
交
付
金
に
変
動
が
あ
り
ま
す
か

③
地
域
外
の
団
体
の
参
加
も
あ
り
ま
す
か　
　

　
　　

　
■
農
林
水
産
部
長
　
山
村 

研
吾

①　

12
集
落
を
新
規
地
区
と
し
て
県
に
要　

　

望
し
て
い
ま
す
。

②

活
動
対
象
面
積
に
対
す
る
交
付
単
価

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
き
ち
ん
と
予
算

が
付
け
ば
変
わ
ら
な
い

③

例
え
ば
、
大
学
の
サ
ー
ク
ル
や
生
物

を
守
る
活
動
を
し
て
い
る
方
々
等
も
メ

ン
バ
ー
に
な
れ
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ

参
加
は
御
座
い
ま
せ
ん
。

伊
い れ い

　　清
きよのり

則

Q

QQ

Q

A

A

A

A

國
くによし

吉　明
あきら
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健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

　

県
内
11
市
の
中
で
ト
ッ
プ
取
組
み
で
あ

る
。
市
民
の
健
康
状
態
に
関
す
る
地
域

特
性
と
課
題
及
び
健
康
保
険
事
業
へ
の
評

価
と
国
保
会
計
に
与
え
る
影
響
を
伺
う
。

      

市
民
の
ご
理
解
と
協
力
を

　
　

得
て
懸
命
に
取
り
組
ん
だ

■
市
民
部
長
　
山
入
端 

美
智
子

　

地
域
特
性
は
、
メ
タ
ボ
該
当
者
が
多

く
、
人
工
透
析
の
医
療
費
に
占
め
る
割

合
が
、
類
似
規
模
の
市
よ
り
２
倍
高
く
、

介
護
保
険
２
号
認
定
率
も
高
い
。

　

更
に
未
受
診
者
に
重
症
化
（
自
覚
症

状
）
し
て
初
め
て
受
診
す
る
方
が
多
く
、

40
・
50
代
の
健
診
受
診
が
少
な
い
事
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　

保
健
事
業
の
取
組
み
は
、
市
民
の
ご

協
力
と
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
等
の
奮

闘
で
徐
々
に
成
果
が
表
れ
、
高
血
圧
の

重
症
者
が
こ
こ
数
年
減
少
し
、
脳
血
管

疾
患
に
占
め
る
入
院
医
療
費
も
減
少
。

　

国
保
会
計
へ
の
影
響
は
、
60
代
の
特

定
健
診
の
受
診
率
が
高
水
準
だ
っ
た
の

で
、
後
期
高
齢
者
医
療
で
の一人
当
た
り

の
医
療
費
が
減
少
し
て
い
る
と
同
様
に

40
・
50
代
の
受
診
率
を
高
め
る
事
が
で

き
れ
ば
国
保
会
計
の
赤
字
幅
は
改
善
さ

れ
る
も
の
と
期
待
。

■
国
吉
昌
実

　

国
保
税
の
値
上
げ
は
避
け
る
べ
き
。

「
敗
北
感
」
だ
け
が
残
る
。

■
市
民
部
長
　
山
入
端 

美
智
子

　

赤
字
の
原
因
は
、
医
療
費
の
増
加
だ

け
で
な
く
交
付
金
な
ど
の
歳
入
の
問
題

も
あ
る
。

　

県
単
一
化
に
向
け
国
保
税
賦
課
方
式

（
所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平
等

割
）
を
４
方
式
か
ら
資
産
割
を
除
い
た

３
方
式
への
変
更
を
検
討
中
。

　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
更
な
る
連
携
強
化

と
育
成
は
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。

      

よ
り
一
層
の
連
携
・
強
化
を

　
　

図
る
！

■
副
市
長
　
具
志
堅 

兼
栄

　

今
ま
で
の
反
省
も
踏
ま
え
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
発
掘
、
連
携
、
強
化
、
広
報
、

活
動
の
提
案
、
器
具
及
び
資
財
等
の
貸

出
援
助
、
計
画
支
援
等
に
努
め
、
社
協

等
の
育
成
機
関
と
の
連
携
を
図
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
創
設
及
び
調
整
機
関

の
創
設
も
図
り
た
い
。

      

離
島
に
お
け
る
定
住
条
件 

      

の
整
備
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
事
業
に
日
用
品
輸
送
費
等

補
助
事
業
で
予
算
が
計
上
さ
れ
る
が
こ

の
事
業
に
絡
め
生
活
必
需
品
の
修
理
費

等
に
関
し
、
久
高
の
住
民
は
修
理
業
者

が
船
で
移
動
し
修
理
に
来
る
の
で
そ
の

分
が
加
算
と
な
り
本
島
に
比
べ
て
修
理

費
が
割
高
で
あ
る
が
輸
送
費
に
関
し
補

助
が
出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。　
　

　
　

対
策
も
で
き
て
く
る
の
か

      

と
思
っ
て
お
り
ま
す

■
副
市
長
　
具
志
堅 

兼
栄

　

久
高
島
住
民
の
渡
航
費
に
つ
い
て
は
一

括
交
付
金
事
業
で
補
助
し
て
い
る
多
く

の
島
民
の
声
が
あ
れ
ば
そ
の
辺
の
対
策

も
出
来
る
の
か
と
思
って
い
ま
す
。

　
　

排
水
路
の
整
備
に
つ
い
て

　

知
念
区
の
海
岸
線
に
お
け
る
排
水
路
が

台
風
時
に
お
い
て
砂
が
排
水
路
に
つ
ま
り

排
水
路
が
冠
水
し
農
家
に
被
害
を
被
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
が
防
止
策
の
計
画
が
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

当
面
実
施
可
能
な
対
応
で

　
　

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

■
農
林
水
産
部
長
　
山
村 

研
吾

　

抜
本
的
な
対
策
に
は
、
維
持
管
理
費

も
含
め
多
額
な
費
用
を
要
し
、
費
用
対

効
果
が
望
め
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
砂
の
堆
積
に
備
え
事
前
に
排

水
溝
付
近
の
砂
を
撤
去
し
て
お
く
こ
と

が
、
当
面
実
施
可
能
な
対
応
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

畜
産
の
悪
臭
や
排
泄
物

　
　

対
策
に
つ
い
て

　

施
政
方
針
の
中
で
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
の

検
討
を
行
い
、
畜
産
の
悪
臭
や
排
泄
物

等
対
策
の
改
善
に
努
め
る
と
あ
り
ま
す

が
、
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
の
具
体
的
な
検
討

が
あ
れ
ば
伺
い
ま
す
。

　
　

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

　
　

 

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

■
農
林
水
産
部
長
　
山
村 

研
吾

　

畜
産
排
泄
物
対
策
に
対
し
畜
産
農
家
か

ら
の
要
望
が
強
い
こ
と
か
ら
、
南
城
市
で
も

検
討
を
進
め
て
い
る
、
職
員
が
静
岡
県
内

の
糞
尿
処
理
施
設
、
ま
た
八
重
瀬
町
の
バ

イ
オ
ガ
ス
施
設
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
か
所
の
視
察
の
結
果
で
す
が
、
建
設

費
だ
け
で
な
く
維
持
費
が
高
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
農
家
か
ら
は
そ
の
負
担
に
つ
い
て

不
安
の
声
が
あ
り
、
今
後
と
も
農
家
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
施
設
・
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

吉
よ し だ

田　潤
じゅん

国
くによし

吉　昌
ま さ み

実

QQ

Q

Q

Q

A

A

A

AA
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玉
城
小
中
学
校
周
辺
整
備 

     

に
つ
い
て

　

通
学
路
に
お
け
る
歩
行
者
・
車
両
の

安
全
確
保
の
為
、
以
下
整
備
を
願
う
。

①
中
学
校
体
育
館
入
口
付
近
防
犯
灯
設
置

②
小
学
校
周
辺
歩
道
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設
置

③

小
学
校
西
門
よ
り
、
県
道
48
号
通
じ

る
道
路
拡
幅

　
　
　

  

調
整
の
上
実
施
検
討

■
市
民
部
長
　
山
入
端 

美
智
子

①

教
育
委
員
会
及
び
、
行
政
区
調
整
の

上
、
防
犯
灯
検
討
す
る
。

■
土
木
建
築
部
長
　
伊
集 

稔

②

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
学
校
側
と
の
調
整
の
上

検
討
。
バ
ン
ビ
保
育
園
側
、
安
全
確

保
の
為
南
部
土
木
へ
要
請
す
る
。

③

当
該
道
路
擁
壁
等
整
備
に
多
額
の
経

費
を
要
し
、市
単
独
事
業
で
は
厳
し
い
。

し
か
し
、
救
急
車
な
ど
通
行
も
あ
り
旧

給
食
セ
ン
タ
ー
側
20ｍ
ス
パ
ン
を
１ｍ
程
、

フェン
ス
移
動
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

　
　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

①

総
事
業
費
・
財
源
内
訳

②
進
捗
状
況
・
計
画

③

発
注
方
法　

市
民
へ
の
情
報
発
信
、
再

度
の
市
民
説
明
会
を
求
め
る
。

　
　

詳
細
わ
か
り
し
だ
い
市
民

      

報
告
す
る

■
土
木
建
築
部
長
　
伊
集 

稔

①

総
事
業
費
65
億
７
千
７
百
万
。
財
源

内
訳
、
県
支
出
金
４
千
２
百
万
。
合

併
特
例
債
44
億
９
千
７
百
万
。
一
般

財
源
20
億
３
千
８
百
万
。

②

社
会
福
祉
協
議
会
や
Ｊ
Ａ
を
誘
致
す
る

こ
と
に
な
り
、
実
施
設
計
完
了
が
、
平

成
28
年
7
月
頃
。
開
発
行
為
申
請
を

平
成
28
年
４
月
頃
に
行
い
、
建
築
確
認

申
請
を
平
成
28
年
６
月
頃
。
敷
地
造
成

工
事
平
成
28
年
７
月
、
本
体
工
事
を
平

成
28
年
９
月
頃
ま
で
に
着
手
。
工
事
完

成
予
定
は
、
平
成
29
年
12
月
末
を
目
指

す
。
建
築
面
積
は
、
１
万
３
千
６
０
０

平
米
で
決
定
し
て
い
る
。

③

建
築
工
事
に
お
い
て
、
３
工
区
に
分
け

３
社
Ｊ
Ｖ
。
電
気
工
事
２
工
区
、
３

社
Ｊ
Ｖ
。
機
械
設
備
工
事
に
お
い
て

は
、
空
調
と
機
械
で
２
工
区
に
分
け
、

３
社
Ｊ
Ｖ
を
検
討
し
て
い
る
。

■
市
長
　
古
謝 

景
春

　

合
併
協
議
の
中
で
、
地
理
的
中
心
地

に
、
10
年
以
内
に
造
る
と
い
う
約
束
で

あ
っ
た
。
合
併
特
例
債
が
15
年
に
延
び
、

や
っ
と
造
れ
る
。
免
震
構
造
を
含
め
て

建
設
費
を
抑
え
る
指
示
を
し
て
い
る
。

市
民
皆
さ
ん
の
御
理
解
を
賜
り
た
い
。

　
　

校
区
変
更
に
つ
い
て

　
１
月
に
説
明
会
が
あ
り
通
学
路
の
件
で
旧

県
道
77
号
線
を
通
り
給
油
所
に
出
る
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
旧
県
道
77
号
線
ま
で
は
急

な
登
坂
で
そ
こ
を
通
る
よ
り
、
勾
配
が
緩
や

か
な
当
間
１
９
４
番
地
１
か
ら
２
２
５
番
地

１
の
市
道
を
通
る
の
が
最
短
距
離
で
あ
り
ま

す
。
あ
と一
点
は
通
学
路
予
定
の
古
堅
部
落

内
の
市
道
の
幅
員
が
狭
く
大
変
危
険
で
あ

る
。
そ
こ
で
以
下
に
つい
て
伺
う
。

①

当
間
１
９
４
番
地
１
か
ら
旧
県
道
77
号

線
ま
で
の
整
備

②

古
堅
部
落
内
の
登
下
校
時
の
安
全
対
策

　
　

詳
細
は
次
の
通
り

■
土
木
建
築
部
長
　
伊
集 

稔

①

物
件
補
償
等
事
業
費
が
莫
大
と
な
る
た
め

費
用
対
効
果
な
ど
で
事
業
採
択
は
厳
し
い
。

■
教
育
部
長
　
知
念 

進

②ハ
ン
プ
を
設
置
し
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
る
対
策

や
通
学
路
を
強
調
す
る
道
路
標
識
、ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
の
配
置
等
で
安
全
対
策
を
検
討
。

　
　

小
中
学
校
の
部
活
に
つ
い
て　

　

近
年
部
活
が
本
格
的
に
取
り
組
ま
れ
過
剰

な
練
習
が
勉
強
の
妨
げ
に
な
って
い
る
と
い
う
指

摘
も
あ
り
ま
す
。
防
犯
上
部
活
を
定
刻
に
終

え
、
日
没
ま
で
に
は
帰
宅
す
る
習
慣
を
徹
底
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
以
下
に
つい
て
伺
う
。

①
部
活
の
終
了
時
間

②
部
活
の
平
日
の
休
養
日
は
あ
る
か

　
　

詳
細
は
次
の
通
り

■
教
育
部
長
　
知
念 

進

　

中
学
の
部
活
動
の
夏
季
時
間
は
18
時

15
分
終
了
が
1
校
、
18
時
30
分
が
3
校
、

18
時
45
分
が
1
校
。
冬
季
時
間
は
17
時

15
分
が
1
校
、
18
時
が
4
校
。
た
だ
し

大
会
前
は
申
請
が
あ
れ
ば
30
分
か
ら
45

分
程
度
延
長
可
能
。　

　

学
校
周
辺
に
不
審
者
が
出
没
す

る
情
報
も
あ
り
、
防
犯
上
か
ら
も

終
了
時
間
を
徹
底
し
て
頂
き
た
い
。

■
教
育
部
長
　
知
念 

進

　

学
校
の
校
長
、
団
体
の
指
導
者

も
含
め
調
整
会
議
を
持
ち
教
育
委
員
会

の
方
針
も
打
ち
出
し
、
部
活
の
延
長
で

は
保
護
者
の
理
解
な
し
で
は
認
め
な
い

旨
指
導
し
て
い
る
。

　  

■
教
育
長
　
山
城 

馨

　
　



家
庭
学
習
の
時
間
の
確
保
、
翌
日

の
授
業
等
へ
の
集
中
等
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
、
部
活
動
の
活
動
時
間
及

び
平
日
の
休
養
日
の
適
正
化
に
指
導
を

徹
底
し
て
い
く
。

城
し ろ ま

間　松
まつやす

安

Q

QQ

Q A

A

A

A

知
ち ね ん

念　俊
と し や

也

QAA
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在
宅
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用

　
　

し
た
就
労
支
援
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
代
や
在
宅
介
護
を
し
て
い

る
方
、
身
体
に
障
が
い
が
あ
り
通
勤
に

よ
る
就
労
に
つ
な
が
り
に
く
い
方
々
へ
の

就
労
支
援
と
し
て
、
在
宅
テ
レ
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
就
労
環
境
が
必
要
で
す
が

次
に
つい
て
伺
う
。

①

テ
レ
ワ
ー
ク
業
務
、
在
宅
テ
レ
ワ
ー
ク

人
材
育
成
を
導
入
す
る
計
画
に
つい
て

②

本
市
に
お
け
る
在
宅
就
労
希
望
者

ニ
ー
ズ
調
査
に
つい
て

　
　

導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て　

　
　

探
っ
て
い
き
た
い

■
総
務
部
長
　
當
眞 

隆
夫

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
と
社
会
情
勢
を

考
え
、
必
要
性
は
十
分
感
じ
て
お
り
、

ネ
ッ
ト
環
境
整
備
は
在
宅
起
業
も
念
頭

に
入
れ
て
や
って
き
た
。
導
入
の
可
能
性

を
探
る
が
、
庁
内
で
チ
ー
ム
を
つ
く
り
検

討
し
て
い
き
た
い
。
ニ
ー
ズ
調
査
に
つい
て

は
事
業
が
使
え
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

■
市
長
　
古
謝 

景
春

　

ネ
ッ
ト
環
境
整
備
で
若
者
が
戻
って
き

た
の
も
あ
り
、
有
効
活
用
を
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
進
め
て
い
る
の
で
、
良
い
方
向

で
進
む
と
思
う
。

　
　

南
部
東
道
路
の
道
路
空
間

　
　

利
活
用
に
つ
い
て

　

若
者
定
住
、雇
用
促
進
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
は
課
題
で
す
が
、
本
市
の
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
平
成
31
年

供
用
開
始
予
定
で
あ
る
南
部
東
道
路
の

道
路
空
間
利
活
用
に
つい
て
伺
う
。

①

高
架
下
の
空
間
を
利
活
用
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
や
駐
車
場
、
公
園
整
備
等

に
つい
て

②

イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
周
辺
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
計
画
に
つい
て

　
　

事
業
主
体
の
県
と
調
整

　
　

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

■
土
木
建
築
部
長
　
伊
集 

稔

　

有
効
活
用
を
行
う
こ
と
で
市
民
生
活

向
上
と
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
。

国
土
交
通
省
も
有
効
活
用
を
推
進
す
る

と
あ
り
、
県
に
駐
車
場
や
公
園
整
備
等

の
要
請
を
し
、
大
里
一
帯
が
メ
イ
ン
に
な

る
2
工
区
の
都
市
計
画
枠
組
み
に
取
り

入
れ
ら
れ
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

■
市
長
　
古
謝 

景
春

　

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
で
き
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
県
と
詰
め
な
が

ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
も
議
論
し
な
が

ら
方
向
性
を
定
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

水
溶
性
天
然
ガ
ス
利
活
用
に
つ
い
て

　

貴
重
な
未
利
用
資
源
で
あ
る
水
溶
性

天
然
ガ
ス
の
利
活
用
に
つ
い
て
市
の
取
り

組
み
は
。

　
　

県
や
民
間
企
業
と
連
携

■
副
市
長
　
具
志
堅 

兼
栄

　

県
や
民
間
企
業
と
連
携
し
広
域
的
な

総
合
利
活
用
を
目
指
す
。
当
面
は
早
期

事
業
化
の
可
能
性
の
あ
る
方
策
と
し
て

需
要
に
合
わ
せ
て
ポ
ン
プ
を
稼
働
さ
せ
、

排
水
を
発
生
さ
せ
な
い
方
法
に
よ
る
温

泉
水
の
宅
配
事
業
を
中
心
と
し
た
展
開

を
手
始
め
に
、
か
ん
水
の
地
中
還
元
の

可
能
性
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

指
定
管
理
の
可
能
性
・

　
　

方
向
性
は

　
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
に
つい
て
検

討
さ
れ
て
い
る
。
公
の
施
設
を
民
が
管
理

す
る
こ
と
に
よ
り
効
率
的
な
運
営
に
つ
な
が

る
が
、
文
化
施
設
は
収
益
性
重
視
だ
け
で

な
く
市
民
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や
人
材
育

成
に
も
寄
与
す
る
施
設
で
あ
る
。
指
定
管

理
の
可
能
性
、
方
向
性
に
つい
て
伺
い
た
い
。

　
　

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
に
ふ
さ
わ
し
い　

　
　

指
定
管
理
体
制
を
議
論

■
副
市
長
　
具
志
堅 

兼
栄

　

平
成
28
年
度
は
受
け
皿
と
な
る
受
託

事
業
者
の
有
無
・
動
向
調
査
等
を
実
施
し

な
が
ら
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
指

定
管
理
の
体
制
に
つい
て
議
論
を
進
め
る
。

　
　
「
村
あ
し
び
振
興
基
金
」創
設　

　
　

 

で
地
域
芸
能
の
応
援
は

　

地
域
伝
統
芸
能
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
柱

で
あ
る
が
、
各
集
落
と
も
舞
台
や
、
小

道
具
、
衣
装
、
備
品
な
ど
の
修
繕
、
調

達
に
は
苦
慮
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

る
。
各
集
落
に
は
埋
も
れ
た
芸
能
も
あ

り
、
復
活
に
は
労
力
や
財
政
的
な
支
援

も
必
要
。ム
ラ
ヤ
ー
構
想
を
補
う
意
味
で

「
村
あ
し
び
振
興
基
金
（
仮
称
）」
を

創
設
し
地
域
伝
統
芸
能
を
全
般
に
亘
り

応
援
す
る
体
制
を
築
け
な
い
か
伺
う
。

　
　

大
変
意
義
深
く
重
要
、

　
　

関
係
部
局
と
調
整

■
教
育
部
長
　
知
念 

進

　

地
域
の
歴
史
文
化
や
伝
統
芸
能
が
、

南
城
市
の
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
意
義
深
い
。

伝
統
文
化
の
保
護
育
成
は
地
域
を
活
性

化
さ
せ
る
意
味
で
大
変
重
要
。
ご
提
案

の
基
金
の
創
設
及
び
応
援
体
制
に
つ
い
て

関
係
部
局
と
調
整
し
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

照
て る き な

喜名　智
さとし

上
う え ち

地　寿
す が こ

賀子

QQ

Q

Q

Q

A

A

A

AA
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南城市議会だより南城市議会だより 平成 28年 3月定例会号平成 28 年 3月定例会号

総
務
福
祉
委
員
会

産
業
教
育

委
員
会

調査事件　　①財政課題について  ③自然災害について
　　　　　　②今後の子育て政策について ④今後の観光振興について　　　　　　

調査事件　　①財政課題について
　　　　　　②自然災害について

（該当の陳情案件なし）

●慎重審査を要するため以下の陳情案件を継続審査としました。

陳情Ｈ２７第２６号　
　沖縄米軍普天間飛行場代替施設建設の
早期実現、沖縄米軍基地の整理縮小及び負
担軽減を求める意見書の採択を求める陳情

陳情Ｈ２８第１号　
　軽度外傷性脳損傷・脳しんとうなどの周知
と予防、その危険性や予後の相談の出来る
窓口などの設置を求める陳情

閉会中の継続調査

閉会中の継続調査 閉会中の継続審査

閉会中の継続審査

平成28年2月臨時会・3月定例会 議員別出欠結果一覧表

○：出席
△：途中出席
▲：途中退席
×：欠席
除：除斥

2月 ３　月
23日 1日 4日 7日 8日 9日 10日 11日 14日 15日 16日 17日 22日

本
会
議
①

本
会
議
①

本
会
議
②

常
任
委
員
会
①

常
任
委
員
会
②

常
任
委
員
会
③

常
任
委
員
会
④

常
任
委
員
会
⑤

連
合
審
査
会（
陳
情
）

常
任
委
員
会
⑥

連
合
審
査
会（
総
括
質
疑
）

常
任
委
員
会
⑦

本
会
議
③

本
会
議
④

本
会
議
⑤

本
会
議
⑥

議長 大　城　　　悟 ○ ○ ○ 委員会に所属していない為 ○ ○ ○ ○

総
務
福
祉
委
員
会

吉　田　　　潤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国　吉　昌　実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上　地　寿賀子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
知　念　俊　也 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
仲　間　光　枝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伊　　　清　則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
比　嘉　直　明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
松　田　兼　弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
前　里　輝　明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産
業
教
育
委
員
会

城　間　松　安 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平　田　安　則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新　里　　　嘉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安谷屋　　　正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
國　吉　　　明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中　村　直　哉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
玉　城　　　健 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
親　川　孝　雄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
照喜名　　　智 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会活動・委員会活動
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庁舎等複合施設内へ社会福祉協議会、ＪＡの入
居が決定したことをうけ、配置計画に一部変更が
生じる等の説明が執行部よりありました。
平成28年1月22日

今後の子育て施策について、学童保育施設にお
ける運営の現状と課題について南城市学童保育
連絡協議会と意見交換をしました。
平成28年2月17日

庁舎建設特別委員会委員会活動

南城市大里地区の中城湾南部流域下水道への
編入を求める要請決議

公共下水道編入要請！

　平素より、本市の下水道行政に対しご理解とご協力を賜り厚く感謝申し上げます。
　さて、南城市大里の下水道未整備地区については、沖縄汚水再生ちゅら水プランの特定環境保全公共下水
道として整備計画が位置づけされておりますが、平成２２年８月に南城市型都市計画の施行により、土地利用の
形態が大きく変わった事による住宅建築及び企業進出が増えていることから下水道の整備は急務だと考えます。
　今年度において沖縄汚水再生ちゅら水プランの変更を前提に大里地区の汚水処理について中城湾南部流域
下水道への編入を県と調整を行っている最中だと議会に於いて確認をしております。現在市では農漁業集落排
水等で整備した処理施設14箇所の管理を行っている状況で、今後下水道経営を行っていく上では、処理施設
の統廃合等も踏まえた維持管理費の軽減を図る必要があると考えることから、中城湾南部流域下水道への編入
を要望しているところであり、今後の南城市発展のためにもインフラ整備が重要になることから特段のご配慮をお
願いし要請いたします。

以上、決議します。

平成２７年１２月１８日
沖縄県南城市議会

あて先　沖縄県知事、沖縄県議会議長

発委第１５号

１２月定例議会で決議した南城市大里
地区の中城湾南部流域下水道への
編入を求める要請（H28.1.26）
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現 査場 調
　市議会では、３月議会で行う予算審査を前に、現場調査を２月１８日、１９日に行いました。
　平成２７年度完了事業と継続事業の進捗状況の確認や、平成２８年度事業の予定地に実際に
足を運び、予算の適正な使い方を議会で審議するため、２日間で３５箇所の調査を行いました。

玉城小学校内学童施設実施設計委託業務

斎場御嶽周辺整備工事

おひさま保育園創設事業

久原農業用用排水施設工事

プロ・サッカーキャンプ等受入施設基本設
計委託業務

馬天小学校屋内運動場改築工事

放課後児童クラブ公的施設移行促進事業
（船越地区）

大里城趾公園整備工事

つきしろ下水道工事（その１）・つきしろ地区
管路施設長寿命化実施設計業務

新里地区実施設計業務（公共下水道事業）

南城市水道事業（沖縄県簡易水道等施設
整備費補助）字大城

知名観光交流拠点等施設新築工事
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第４回　議会報告会のご案内
報告内容

あ
な
た
も
市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

★議会について（構成、役割、議会基本条例、活動）
★平成２７年度一括交付金事業の報告
★平成２８年度予算編成と主要事業について
★市民との意見交換

開催日 時　間 地　区 会　場

５月２３日（月） 午後７時～８時
大里 南城市総合保健福祉センター
知念 南城市知念社会福祉センター

５月２４日（火） 午後７時～８時
佐敷 南城市老人福祉センター
玉城 南城市中央公民館

受付：午後 6 時 30 分
※居住地にかかわらず、どちらの会場にでも参加できます。

編
集
後
記

　

市
民
の
皆
様
、
い
つ
も
議

会
だ
よ
り
を
ご
愛
読
く
だ
さ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
海
と
緑
と
光
あ
ふ
れ
る

南
城
市
」
を
掲
げ
11
回
目
の

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
ま

た
、「
新
た
な
沖
縄
振
興
交

付
金
」（
一括
交
付
金
）と「
南

城
市
議
会
基
本
条
例
」
が
策

定
さ
れ
５
年
目
で
中
間
期
を

迎
え
ま
し
た
。
議
会
が
一
丸

と
な
り
、
市
民
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の

検
証
を
行
い
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
事
を
議
論
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
23
日
（
月
）・　

24
日
（
火
）
に
は
、
第
４
回

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、多
く
の
市
民
の
ご
意
見・

ご
要
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
広
報
委

員
も
常
に
分
か
り
や
す
い
紙

面
作
り
を
念
頭
に
お
き
、
議

会
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
愛
読
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
委
員
長　

伊　
　

清
則

ご意見
ご感想

宛先・問合せ先

　「市議会だより」について、
ご意見・ご感想・ご要望を
お待ちいたしてお
ります。
　下記までお寄
せください。

議会議事録は南城市ホームページで
公開されています。

南城市議会事務局
〒 901-0695　南城市玉城字富里１４３番地
TEL：098-948-7797　FAX：098-852-6625
E-mail：gikai@city.nanjo.okinawa.jp

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
代
表
が
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
、
ど

の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る

の
か
、
自
分
の
目
で
見
、
聞

い
て
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
市
政
を
知
る
良
い
機
会
で

す
。
　

　
次
回
の

定
例
会
は
、

6
月
に
招

集
さ
れ
る

予
定
で
す
。


